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「「日日本本獣獣医医生生命命科科学学大大学学研研究究報報告告」」投投稿稿規規程程（2019 年 7 月改正） 
  

本誌は、日本獣医生命科学大学（以下「本学」という。）における自然・人文・社会

科学分野の研究成果を「研究論文」「博士・修士論文の要旨」「梅野信吉賞受賞記念」

「若手研究者支援」などに分類して掲載する定期刊行物である。 
 

 
１． 「研究論文」は本学の自然・人文・社会科学分野の研究成果を発表する場であり、審

査制度を持つものである。「研究論文」の投稿については、以下のように定める。 
(1)「研究論文」に投稿することができる第一著者は、本学の専任教員、客員教授、非常

勤講師及び名誉教授とする。 
(2) 「研究論文」に投稿する論文は、自然・人文・社会科学分野における未発表の完全原

稿とする。 
(3) 投稿論文は、２．以降の原稿の書式その他、「記載の要項」、指定されたスケジュール

に従うこととする。 
(4) 投稿された論文に関しては、「研究論文」の編集委員会が原則として本学所属の教員 

に査読を依頼し、その審査結果に基づいて投稿原稿の採否を決定する。審査の結果、

掲載の条件として編集委員会が論文内容の修正を指示する場合がある。修正が行われ

ず不備がある場合は、編集委員会が掲載不可の判断を下すことがある。 
２． 論文は和文または英文とする。 

(1) 原稿のデータ(USB, CD-R,メール添付等の方法で)を所属教室名・著者名を記入して

提出する。提出した原稿は返却しない。 
 (2) 和文論文は A4 版横書きの用紙に記載し(1 行 25 字、1 頁 50 行)、英文論文は A4 版

の用紙にダブルスペースでタイプする(1 頁 25 行)。両原稿とも周囲には幅 2cm 以上

の余白を残す。なお原則として、１篇につき、図、表、抄録を含めて、刷上り 10
頁以内とする。 

(3) 原稿第 1 頁に、表題・著者名・所属を記し、論文内容を端的に表現する和文または 
英文略表題(和文 25 字以内、欧文 8 語以内)を記載する。なお、原稿第 1 頁の下半分 
は余白とする。 

(4) 和文論文の場合には、第 2 頁に 400 字以内の和文要約を記載し、その末尾には 3 語 
以内のキーワードをつける。英文要約は 300 語以内とし、論文の最後に付す。その

文頭には英文で題名、著者名ならびに所属をつける、要約の最後には 3 語以内の英

文のキーワードをつける。 
(5) 英文論文の場合には、第 2 頁に 300 語以内の英文要約を記載し、その末尾には 3 語 

以内のキーワードをつける。和文要約は 400 字以内とし、論文の最終に付す。その 
文頭には和文で題名、著者名ならびに所属をつける。要約の最後には 3 語以内の和 
文のキーワードをつける。 
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３．  本学の教員と大学院学生が筆頭者となって 2 編以上投稿する場合、2 編目以降は実費

を申し受ける。 
４． 同一筆頭者の論文は原則として 2 編までとする。 
５． 研究生等の論文・別刷は実費を申し受ける。 
６． 大学院修了者の論文については、課程終了後 3 年間まで大学院在学生扱いとする。 
７．  英文(要約および図・表を含む)については、しかるべき校閲を受けてから提出のこと。 

なお、編集委員会で校閲を必要と認めた場合には、校閲料は筆者負担とする。 
８． 博士（獣医学・応用生命科学・獣医保健看護学）論文（甲・乙）、修士（獣医保健看護

学・応用生命科学）論文（甲）については、英文による 1,400 語（刷上り 2 頁）以内

の要旨を提出すること。校閲については前項７の規程に準ずる。また制限頁数を超過

した場合には、その実費は著者負担とする。 
９． 本誌に掲載された論文の著作権はすべて編集委員会に帰属するものとする。 
 
注：原稿の作成にあたっては、既報を参照して下さい。 
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記　載　の　要　項

　1　． 図・表はわかりやすく別紙に書き，本文中にそれを入れる場所を朱記する。図・表・写真の説明は，すべて欧文
とする。ただし，人文科学・社会科学・外国語系は和文でも可とする。

 和文中の「第○図」は「Fig. ○」とし，「第○表」は「Table ○」と書く。写真と図は「Fig. ○」に統一する。
　2　． 図と表の内容が重複するような本文の表現は避けること。
　3　． 和文論文中，外国語の人名は THOMAS のように書き，赤線 2 本のアンダーラインを引く。
　4　． 数字はすべて算用数字を用いる。また，諸単位の略号は次の例にならう。
 （km, m, cm, mm, µm, nm, l, ml, kg, g, mg, µg, etc.）
　5　． 名詞並列の場合はナカグロ（牛・馬・羊・豚）とし，句読点はコンマ（，）を，終文点にはピリオド（．）を用い，

ともに 1 字に数える。
　6　． 本文中の文献番号は肩付きとする。：井上ら4）によれば
　7　． 引用文献は，筆頭著者の姓のアルファベット順，同一著者のものは年代順に列記し，番号をつけ，論文の最後に

まとめて記載する。
記載例
1） 竹山　弘・松原義江（1995）．心臓手術の合併症．胸部外科，8，854-860.
2） SMITH, H.W. and CRABB, W.E.（1961）．The faecal bacterial flora of animals and man. J. Pathol. Bacteriol., 

82, 53-66.
3） 山村研一（1984）．ラットキメラ．哺乳類の発生工学（大沢仲昭・江藤一洋・舘　　鄰・御子柴克彦編）．ソフ

トサイエンス社，東京，pp. 149-153.
4） MCKELVIE, D.H.（1970）．Husbandry of the beagle-care and management. The Beagle, 1st 

ed.（ANDERSEN, A.C. ed.）．The Iowa State University Press, Iowa, pp. 16-21.
5） 伊藤真次（1978）．性ホルモンと性行動．ホルモンと行動．共立出版，東京，pp. 193-219.

　8　． 引用文献の略号は，Serial Sources for the Biosis Data Base に準ずる。特別のものを用いる場合は，その旨説明
を付ける。

　9　． 要約には原則として略記号を避けるが，もしそれを用いる場合は，本文の場合のように説明を付ける。
10． 見出しの形式は，実験科学論文ではつぎの例の順序にしたがう。緒言の見出しは使わず，本文で書きはじめる。
 　和 文 論 文 欧 文
 　要 約 ABSTRACT
 　実 験 材 料 MATERIALS 番号をつけずに本文の
 　実 験 方 法 METHODS 中央に書く。これらの
 　実 験 結 果 RESULTS 見出しを 2 ～ 3 まとめ
 　考 察 DISCUSSION ることは自由。たとえ
 　　（謝　辞）　 （ACKNOWLEDGMENTS） ば実験材料および方法
 　文 献 REFERENCES
 　ABSTRACT 要 約
11． 内容の小見出しはつぎのようにする。（□印はあける字数 1 個）
 □ 1.　□尿 PSP 排せつ
 □ a.　健康群□……（本文）……
 □排せつ量：……（本文）……
12． 使用用語については「畜産学用語集」（日本畜産学会編．東京，養賢堂発行），「獣医解剖・組織・発生学用語」（日

本獣医解剖学会編．東京，学窓社発行）および関連学会において規定された学術用語を参照すること。
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図の作成要領

印刷効果および能率をあげるため，次の事項を厳守さ
れたい。なお適当でない原図については，書き直しをお
願いすることがある。

　1　． 白紙または青色方眼紙にスミ書きすること（サイン
ペンは避けること）。

　2　． 寸法は仕上り左右 6.5cm または 13.5cm の約 1.5 倍す
なわち 10cm または 21cm に書く（下の例示を参照）。

　3　． 図の中には原則として文字は入れない。必要があれ
ば，右の仕上り図⑴⑵⑶のように番号を右側につけ，
図の下へ活字で組むこととして，－○－　－×－の
ように図示しない方が望ましい。

　4　． 文字の大きさ，線の太さは 2/3 に縮小されることを
考えて書く。

原図の例（実寸法）文字は白紙にタイプライターで印字
したものを張り付けた例。もちろん直接印字す
る方が字の行・列がそろってきれいに仕上がる。

仕上り図の例 下の原図から実際の半頁幅の仕上り図を 
 示したもの
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